
一
、
国
令

１
、
首
巻　
全

（
表
紙
）「
国
令　

首
巻　

序　補
遺　

凡
例

　
　
　
全
」

国
令
序

先
王
礼
楽
已
残
闕
矣
。
復
不
可
見
先
王
之
治
也
久
矣
。
縦
使
見
先

王
之
礼
楽
制
度
。
雖
欲
以
治
国
。
作
者
不
復
出
。
河
清
無
期
焉
。

然
古
曰
。﹇
曰
﹈若
稽
古
（『
書
経
』
原
文
に
よ

り
「
曰
」
字
を
補
う
）。
又
曰
。
非
先
王
之

法
言
。
不
敢
道
。
非
先
王
之
徳
行
。
不
敢
行
。
則
世
雖
談
経
自
務

者
。
未
切
経
済
之
志
。
疑
惑
於
是
乎
生
焉
。
蓋
六
経
今
尚
存
矣
。

若
夫
礼
楽
制
度
。
古
今
異
時
。
華
夷
殊
俗
。
仮
令
固
執
先
王
之
礼

楽
制
度
治
国
。
勢
竟
不
成
矣
。
今
也
天
下
有
天
下
制
度
。
国
有
国

制
度
。
義
皆
拠
先
王
之
道
。
本
于
安
民
。
在
使
人
守
其
制
度
。
俯

就
企
及
。
而
安
其
業
。
終
其
生
而
巳
。
何
煩
論
道
之
汚
隆
矣
。
先

大
夫
黒
沢
長
顕
。
元
禄
之
末
。
為
書
局
監
。
以
文
才
名
于
世
。
嘗

自
太
廟
之
治
承
応
万
治
至
元
禄
壬
午
。
下
令
而
宜
垂
後
世
者
。
集

以
為
六
本
。
題
国
令
。
上
之
官
府
。
以
可
観
済
世
之
志
矣
。
其
余

奉
命
編
集
之
書
不
少
云
。
然
而
国
令
韞

而
蔵
諸
者
。
八
十
有
余

年
于
此
。
鳴
呼
。
長
顕
之
不
遇
。
亦
何
甚
矣
。
美
玉
不
得
善
賈
。

古
今
通
患
也
。
基
今
辱
先
大
夫
之
職
。
身
不
勝
其
任
。
無
微
功
以

報
矣
。
於
是
常
校
正
旧
簿
。
以
為
務
矣
。
次
類
纂
国
令
。
遂
自
元

禄
癸
未
至
天
明
丁
未
。
集
以
続
其
後
。
冀
足
以
報
万
分
之
一
矣
乎
。

業
成
矣
。
友
人
曰
。
子
之
志
。
可
嘉
焉
。
然
子
不
居
其
位
而
謀
政

者
乎
。
且
為
事
者
。
不
容
于
世
矣
。
子
少
取
容
。
基
歎
曰
。
是
何

言
与
。
是
何
言
与
。
基
焉
謀
政
。
如
子
之
言
。
則
工
人
能
造
耒
耜
。

而
謂
之
敷

陳
修
。
可
哉
。
基
為
老
農
造
器
者
也
。
且
取
容
。
有

尺
寸
功
。
謹
奉
教
。
若
無
功
。
従
吾
所
好
。
又
曰
。
令
行
与
不
行
。

在
簡
寛
乎
。
抑
苛
酷
乎
。
曰
。
不
。
在
行
之
与
不
行
之
而
已
。
夫

上
所
好
。
下
必
従
之
。
昔
者
楚
王
好
細
腰
。
宮
中
多
餓
死
。
上
好

之
。
細
腰
猶
然
。
况
於
政
令
乎
。
経
曰
。
身
正
。
不
令
而
行
。
又

曰
。
弗
躬
弗
親
。
庶
民
不
信
。
使
夫
民
不
知
不
識
順
則
者
。
先
王

之
道
。
存
于
此
矣
。

天
明
八
年
戊
申
夏
五
月
望

大
衛
騎
将
兼
書
局
監
松
原
基
謹
識

正
基
之
印　
子徳
（
印
は
自
筆

本
に
よ
る
）

国令　首巻　全
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（
書
き
下
し
文
）

国
令
序

先
王
の
礼
楽
す
で
に
残
闕
し
、
ま
た
先
王
の
治
を
見
る
べ
か
ら
ざ

る
や
久
し
。
た
と
ひ
も
し
先
王
の
礼
楽
制
度
を
見
て
、
も
っ
て
国

を
治
め
ん
と
欲
す
と
い
へ
ど
も
、
作
者
ま
た
出
で
ず
、
河
清す

む
に

期
無
し
。
し
か
れ
ど
も
古
い
に
し
へに

曰
く
、「
こ
こ
に
古
を
稽か
ん
がふ

」
と
。

ま
た
曰
く
、「
先
王
の
法
言
に
非
ざ
れ
ば
、
あ
へ
て
道い

は
ず
。
先

王
の
徳
行
に
非
ざ
れ
ば
、
あ
へ
て
行
は
ず
」
と
。
す
な
は
ち
世
の

経
を
談
じ
み
づ
か
ら
務
む
る
者
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
経
済
の
志

に
切
な
ら
ざ
れ
ば
、
疑
惑
こ
こ
に
お
い
て
か
生
ず
。
け
だ
し
六
経

い
ま
な
ほ
存
す
。
か
の
礼
楽
制
度
の
ご
と
き
は
、
古
今
時
を
異こ
と

に

し
、
華
夷
俗
を
殊こ
と

に
す
。
た
と
ひ
固
く
先
王
の
礼
楽
制
度
を
執
り

て
国
を
治
む
と
も
、
勢
ひ
つ
ひ
に
成
ら
ず
。
い
ま
や
天
下
に
天
下

の
制
度
有
り
、
国
に
国
の
制
度
有
り
。
義
は
み
な
先
王
の
道
に
拠

り
、
民
を
安
ん
ず
る
に
本
づ
く
。
人
を
し
て
そ
の
制
度
を
守
り
、

俯
し
て
就
き
企つ
ま
だち

て
及
び
、
そ
の
業
に
安
ん
じ
、
そ
の
生
を
終
へ

し
む
る
に
在
る
の
み
。
な
ん
ぞ
道
の
汚
隆
を
論
ず
る
を
煩
は
さ
ん

や
。
先
大
夫
黒
沢
長
顕
、
元
禄
の
末
、
書
局
監
と
為
り
、
文
才
を

も
っ
て
世
に
名
あ
り
。
か
つ
て
太
廟
の
治
、
承
応
・
万
治
よ
り
、

元
禄
壬
午
に
至
る
ま
で
、
令
を
下
し
て
よ
ろ
し
く
後
世
に
垂
る
べ

き
者
、
集
め
て
も
っ
て
六
本
と
為
し
、『
国
令
』
と
題
し
、
こ
れ

を
官
府
に
上
た
て
ま
つる

。も
っ
て
世
を
済す
く

ふ
の
志
を
観
る
べ
し
。そ
の
余
、

命
を
奉
じ
て
編
集
せ
る
書
、
少
な
か
ら
ず
と
云
ふ
。
し
か
り
し
か

う
し
て
『
国
令
』、
韞う
ん
と
く

し
て
こ
れ
を
蔵
す
る
者
、
こ
こ
に
八
十

有
余
年
。
あ
あ
、
長
顕
の
不
遇
、
ま
た
何
ぞ
甚
だ
し
き
。
美
玉
、

善
賈
を
得
ざ
る
は
、
古
今
の
通
患
な
り
。
基
、
い
ま
先
大
夫
の
職

を　
辱
か
た
じ
け
な

　

く
す
。
身
、
そ
の
任
に
勝た

へ
ず
。
微
功
も
っ
て
報
ず
る

無
し
。
こ
こ
に
お
い
て
つ
ね
に
旧
簿
を
校
正
し
て
も
っ
て
務
と
為

し
、
類
を
次つ
い
ぢ
て
国
令
を
纂あ
つ
む
。
つ
ひ
に
元
禄
癸
未
よ
り
天
明
丁

未
に
至
る
ま
で
、
集
め
て
も
っ
て
そ
の
後
を
続つ

ぐ
。
冀
こ
ひ
ね
がは

く
は

も
っ
て
万
分
の
一
に
報
ず
る
に
足
ら
ん
。業
成
る
。友
人
曰
く
、「
子

の
志
は
嘉よ
み

す
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
子
は
そ
の
位
に
居
ら
ず
し
て
政

を
謀は
か

る
者
か
。
か
つ
事
を
為
す
者
は
世
に
容い

れ
ら
れ
ず
。
子
少
し

く
容
を
取
れ
」
と
。
基
、
歎
じ
て
曰
く
、「
こ
れ
何
を
か
言
は
ん
や
、

こ
れ
何
を
か
言
は
ん
や
。
基
、
い
づ
く
ん
ぞ
政
を
謀
ら
ん
。
子
の

言
の
ご
と
く
ん
ば
、
す
な
は
ち
工
人
よ
く
耒ら
い

耜し

を
造
り
て
、
こ
れ

を
敷ふ

し

陳ち
ん

修し
う

と
謂
ひ
て
可
な
ら
ん
や
。
基
は
老
農
の
器
を
造
る
者
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